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議事録 

件 名 第２１回久留米市セーフコミュニティ推進協議会 

日 程 令和４年８月３０日（火）１５：００～１６：００ 

場 所 久留米商工会館５階大ホール 

出 席 者 別紙参加者名簿のとおり 

傍 聴 者 なし 

次 第 

１．開会 

２．議題 

（１）2021（令和3）年度取組実績及び2022（令和4）年度取組方針(案) について 

  ①各対策委員会の2021（令和3）年度取組実績  

  ②各対策委員会の2022（令和4）年度取組方針  

  ③その他の取組実績 

  ④具体的施策の見直し 

（２）３回目の認証取得に向けた取組方針について 

  ①認証取得後の取組成果 

  ②今後の方向性 

  ③今後のスケジュール 

  ④事前指導について 

４．その他 

５．閉会 

 

 

 

 

 

質疑･意見 

 

委 員 ① 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

《議題（１）》 質疑あり・賛成多数により承認 

《議題（２）》 質疑あり・賛成多数により承認 

《その他》   質疑なし 

 

≪議題（１）≫ 

 

・[交通安全について] 

 高齢者の安全だけでなく、子どもの安全も重要である。久留米市は他市に比べ

歩道が整備されておらず、通学中の子どもが危険にさらされている。安全面を考

え道路の整備をしてほしい。 

 

交通安全対策委員会事務局 

高齢者関連事故の件数は減少しているが、交通事故全体に占める高齢者関連事

故の割合は高齢化率を上回っており、高齢者の事故対策は進めていく必要がある。 

子どもの交通事故対策については、教育委員会や、国、県を含めた道路管理者

と通学路の危険個所の安全点検を行っている。実際に現場を確認し、対策方法を

協議している。引き続き子どもの安全対策も進めていく。 

 



2 

 

 

委 員 ② 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・[啓発について] 

セーフコミュニティ通信を各校区で自治会に回覧できる部数を配布して欲しい。 

・[防災について] 

 避難行動要支援者名簿の中には、自分で避難ができる方が含まれており、本当に

支援が必要な方が分かりにくい。登録者に状況を説明し、件数を減らせないか。 

 また、個人情報を取り扱う関係で、支援できる人が制限さている。実際に支援を

するためには隣近所の方にも支援してもらう必要があるが、どうしたらいいのか。 

 

セーフコミュニティ推進協議会事務局 

 SC通信は、多くの市民の皆様に見てもらいたいが、印刷は職員が行っており、

また校区コミュニティ組織の負担もあるので、検討させていただきたい。 

 

防災対策委員会事務局 

 一人で避難できる方も名簿に含まれていることについては、同様の指摘をいた

だいている。精査を進め名簿登録数は減少しているが、校区コミュニティ組織や

自治会への説明もきちんと進めていきたい。 

個人情報の取扱については、名簿登録時に同意を得ているが、説明が十分に行

き届いていない点があるため、きちんと周知をしていきたい。また、各校区コミ

ュニティ組織や自治会から同様の指摘をいただいている。個人情報を提供できる

範囲は示しているが、各校区や自治会で取り扱いに違いがある。自主防災組織や

防災士、防災リーダーも含めご協力いただいている校区、自治会もある。どうい

った方が取り扱うことができるのか、どういった方に支援に携わっていただける

のかについて、進んでいる地域の事例を広めていきたい。 

 

 

・[薬物について] 

駅で若者を対象に薬物を売っている人がいると、被害者の救済にあたっている方

から聞いている。警察の問題なのか、セーフコミュニティで取り扱うことか分から

ないが、実際に若い人たちが被害に遭っていることは、大きな問題ではないか。 

・[子どもの安全について] 

家の近くで道路が拡幅されるということだったので、歩道を設置して欲しいと道

路管理者に手紙を出したが歩道は設置されなかった。また、スクールゾーンの緑色

の塗装が剥げかけている箇所がある。子どもは未来への財産なので、市としてしっ

かり子どもの安全に取り組んで欲しい。 
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副 会 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

委 員 ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 道路についてのご意見は、今後の業務に反映させていきたい。 

 

防犯対策委員会事務局  

 子ども達への薬物の危険性についての啓発は実施しているが、さらに進めてい

きたい。 

 

 

≪議題（２）≫ 

・[全体意見等] 

４６校区それぞれが各取り組みに携わっており、３回目の認証に向け頑張ってい

く必要があると思っている。 

しかし、８つの対策委員会には類似した取り組みがあるので、活動する側として

は困っている。事務局でもっと整理し、より取り組みやすいようにしてほしい。 

また、啓発活動としてチラシ、のぼり、看板があちこちに設置されるが、破れて

いるものも見受けられる。事務局は地域と連携するなど、気を付けて欲しい。 

 

 

セーフコミュニティ推進協議会事務局 

 校区の皆様にはしっかり安全安心に取り組んでいただいている。皆様が取り

組んでいただきやすいようにしていきたい。 

 

 

 



久留米市セーフコミュニティ推進協議会　委員名簿(敬称略・順不同)

●出席委員（38名）

団　体　名 氏　名 状況

会長 久留米市 原口　新五 （挨拶後 退席）

副会長 久留米市 橋本　政孝 ○

委員 浮羽地区交通安全協会 石井　勝則 ○

委員 小郡三井地区交通安全協会 光安　勝憲 ○

委員 久留米南部商工会 松田　シクヱ ○

委員 にじ農業協同組合 後藤　マス子 ○

委員 みい農業協同組合 赤司　久美 ○

委員 三潴町農業協同組合 田中　ヤク子 ○

委員 公益財団法人久留米市スポーツ協会 野田　秀樹 ○

委員 久留米市私立幼稚園協会 丸山　景子 ○

委員 一般社団法人久留米市保育協会 塚本　晶久 ○

委員 久留米市小学校長会 小屋松　美和子 ○

委員 久留米市中学校長会 古賀　一英 ○

委員 久留米市小・中学校ＰＴＡ連合協議会 大津　由香 ○

委員 久留米市学童保育所連合会 福島　麻弥 ○

委員 久留米保護区保護司会 石橋　力 ○

委員 久留米市老人クラブ連合会 寺崎　敦子 ○

委員 特定非営利活動法人くるめ地域支援センター 上村　志保 ○

委員 久留米市身体障害者福祉協会 坂井　恵子 ○

委員 特定非営利活動法人久障支援運営委員会 古賀　勝子 ○

委員 久留米市女性の会連絡協議会 江上　昭子 ○

委員 城島女性ネットワーク 中島　恵美 ○

委員 久留米男女平等推進ネットワーク 近藤　詳子 ○

委員 久留米市民生委員児童委員協議会 綾部　章子 ○

委員 社会福祉法人久留米市社会福祉協議会 内川　裕子 ○

委員 久留米市校区社会福祉協議会連合会 熊本　孝晴 ○

委員 一般社団法人久留米医師会 植田　省吾 ○

委員 一般社団法人浮羽医師会 鬼塚　一郎 ○

委員 公益財団法人久留米市生きがい健康づくり財団 吉田　茂 ○

委員 久留米市校区まちづくり連絡協議会 石橋　良光 ○

委員 久留米市防犯協会連合会 大石　淳 ○

委員 うきは防犯協会（田主丸支部） 倉富　義己 ○

委員 久留米市校区暴力追放推進協議会連絡会議 渡邉　浩二 ○

委員 特定非営利活動法人日本防災士会久留米支部 松浦　正晴 ○

委員 久留米広域消防本部 秋吉　弘章 ○

委員 久留米市消防団 古賀　誠一 ○

委員 久留米児童相談所 仁比　寿美 ○

委員 久留米市教育委員会 井上　謙介 ○

●欠席委員（18名）

団　体　名 氏　名 状況

委員 一般社団法人久留米市交通安全協会 村井　正隆 ×

委員 久留米安全運転管理連絡協議会 永渕　俊毅 ×

委員 久留米商工会議所 本村　康人 ×

委員 久留米東部商工会 古賀　幹子 ×

委員 田主丸町商工会 小林　整子 ×

委員 久留米市農業協同組合 藤吉　ちよか ×

委員 福岡大城農業協同組合 佐藤　愛子 ×

委員 久留米市青少年育成市民会議 野田　憲治 ×

委員 久留米市田主丸町地域婦人会連絡協議会 竹上　愛子 ×

委員 久留米市北野女性の会 鐘ヶ江　一枝 ×

委員 一般社団法人小郡三井医師会 田中　泰之 ×

委員 一般社団法人大川三潴医師会 池田　悟 ×

委員 久留米大学 石竹　達也 ×

委員 聖マリア学院大学 日高　艶子 （代理）

委員 久留米市ボランティア連絡協議会 松尾　賢二 ×

委員 久留米警察署 黒木　正晴 ×

委員 うきは警察署 中原　伸宏 ×

委員 久留米労働基準監督署 秋元　康志 （代理）


